
発行所
東京都千代田区霞ヶ関

財務ビル内（〒100-0013）

全国税労働組合
発行人　山本　浩二

電　話（03）3581−3678
ＦＡＸ（03）3507−0886
振替口座　00140-2-68514

(　1　)

“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

第 1920号 2010年 3月 25日

「
抵
抗
と
圧
力
」は
看
過
で
き

な
い
▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
「
１
年
ご

と
の
契
約
更
新
で
５
年
以
上

も
使
い
続
け
て
き
た
」
契
約

社
員
を
ま
る
ご
と
グ
ル
ー
プ

内
の
派
遣
会
社
に
移
し
、
今

回
の
改
正
で
禁
止
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
登
録
型
派
遣
に

は
め
込
ん
だ
。
正
社
員
に
は

し
な
い
、
雇
い
止
め
・
解
雇

の
「
自
由
」
は
死
守
す
る
、

そ
の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
永
久
に

派
遣
と
し
て
使
え
る
所
へ
強

制
的
に
「
転
籍
」
さ
せ
る
と

い
う
や
り
方
だ
▼
仕
事
内
容

を
「
専
門
業
務
」
に
し
て
登

録
型
派
遣
禁
止
の
例
外
と
す

る
改
正
案
は
、
こ
う
し
た
悪

辣
な
や
り
方
が
ス
ル
ー
パ
ス

と
な
る
。
会
社
の
恫
喝
に
反

旗
を
翻
し
、「
私
た
ち
だ
っ

て
人
間
だ
」
と
声
を
上
げ
た

労
働
者
は
、
い
ま
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と

対
峙
し
て
い
る
。 労

働
者
派
遣

法
改
正
で
、

そ
の
抜
け
道

を
つ
く
り
、

ザ
ル
法
に
し

よ
う
と
す
る

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

　

竜
と
桂
が
主
役
で
す
。

　
（　

分
で
二
段
）
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政
府
（
総
務
省
）

■
賃
金
・
手
当
の
改
善
■

　

官
民
の
給
与
実
態
調
査
に

基
づ
く
人
勧
を
尊
重
す
る
と

い
う
立
場
だ
。

■
非
常
勤
の
処
遇
問
題
■

　

人
事
院
の
見
解
を
受
け
、

「
日
々
雇
用
形
態
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、
現
在
関
係
機
関

と
詰
め
の
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
ま
ず
日
々
雇
用
の
見
直

し
か
ら
入
る
が
、
こ
れ
は
大

き
な
一
歩
で
あ
り
、
制
度
官

庁
と
し
て
大
き
な
判
断
が
迫

ら
れ
る
が
、
早
期
に
結
論
を

得
る
よ
う
努
力
す
る
。

■
労
働
基
本
権
問
題
■

　

原
口
総
務
大
臣
も
公
務
員

制
度
改
革
の
中
で
前
進
さ
せ

る
べ
き
課
題
と
し
て
お
り
、

改
革
推
進
本
部
で
具
体
化
さ

れ
る
の
で
、
そ
れ
に
協
力
し

て
い
く
。

■
労
働
時
間
短
縮
対
策
■

　

特
に
超
勤
縮
減
に
つ
い
て

は
厳
正
な
勤
務
時
間
管
理
、

時
間
効
率
の
向
上
の
取
り
組

み
、
あ
わ
せ
て
昨
年
の
給
与

法
改
正
で
手
当
割
増
率
等
を

見
直
し
た
。
こ
の
狙
い
は
、

こ
れ
を
テ
コ
に
超
勤
を
縮
減

す
る
こ
と
で
あ
り
、
各
省
に

徹
底
し
て
い
く
。

■
福
利
厚
生
の
あ
り
方
■

　

研
究
会
で
幅
広
い
議
論
を

行
い
、
年
度
内
に
報
告
を
ま

と
め
る
予
定
で
あ
る
。
次
期

の
「
国
家
公
務
員
福
利
厚
生

基
本
計
画
」
や
、
緊
急
か
つ

重
要
性
を
増
し
て
い
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
個
別

の
課
題
に
活
か
し
て
い
く
。

　

人
事
院

■
給
与
・
手
当
の
改
善
■

　

経
団
連
が
「
定
期
昇
給
の

抑
制
・
凍
結
も
議
論
に
な
る
」

と
の
考
え
を
示
す
中
、
連
合

は
統
一
的
な
ベ
ア
要
求
を
見

送
っ
て
お
り
、
民
間
賃
金
の

状
況
は
引
き
続
き
厳
し
い
も

の
に
な
る
。

　

住
居
手
当
、
単
身
赴
任
手

当
等
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

状
況
、
官
民
較
差
の
状
況
等

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

■
非
常
勤
の
処
遇
問
題
■

　

任
用
・
勤
務
形
態
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
本
院
と
し
て

も
関
係
府
省
と
連
携
し
、
鋭

意
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
休
暇
制
度
等
の
改
善
に

つ
い
て
は
措
置
し
た
が
、
引

き
続
き
民
間
の
動
向
等
を
注

視
し
て
い
く
。

■
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
問
題
■

　
「
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
注
意

す
べ
き
言
動
例
」を
作
成
し
、

各
府
省
に
通
知
等
を
行
っ
た

が
、
今
後
と
も
社
会
的
な
動

向
に
も
注
視
し
て
い
く
。

■
高
齢
期
の
雇
用
問
題
■

　

平
成　

年
度
か
ら
段
階
的

25

に　

歳
ま
で
定
年
を
延
長
す

65
る
よ
う
、
本
年
中
に
意
見
の

申
出
が
で
き
る
よ
う
検
討
中

で
あ
る
。
定
年
延
長
に
伴
う

給
与
制
度
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、　

歳
台
前
半
の

60

給
与
水
準
及
び
給
与
体
系
を

設
計
す
る
ほ
か
、　

歳
前
の

60

給
与
カ
ー
ブ
や
昇
給
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を

行
う
こ
と
と
し
た
い
。

政
府
・
人
事
院
の
回
答

　なくせ貧困、賃上げで景気回復、公務・公共サービスの拡充を！「2010年春闘
勝利3・4中央行動・公務労組連絡会第1次中央行動」が3月4日、公務労組連絡
会・全労連・国民春闘共闘・公務部会交運共闘が主催して東京・霞が関を中心に繰
り広げられました。この行動には3000人が結集しました。

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

　

大
企
業
各
社
は
「
経
営
の

厳
し
さ
」
を
強
調
す
る
一
方

で
、
膨
大
な
内
部
留
保
を
た

め
込
ん
で
お
り
、
労
働
組
合

が
み
ず
か
ら
ベ
ア
要
求
を
見

送
る
理
由
は
ど
こ
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
定
期
昇
給
の
抑
制
・
凍
結

も
議
論
の
対
象
に
な
る
」
と

居
直
り
、
抑
え
込
も
う
と
す

る
日
本
経
団
連
等
の
横
暴
を

た
だ
し
、
そ
の
社
会
的
責
任

を
徹
底
し
て
追
及
す
る
こ
と

が
２
０
１
０
年
春
闘
で
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ト
ヨ
タ
労
組
が

不
況
の
今
こ
そ
賃
金
上
げ
ろ

５
年
ぶ
り
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

要
求
を
見
送
っ
た
の
を
は
じ

め
、
連
合
加
盟
組
合
は
こ

ぞ
っ
て
「
要
求
自
粛
」
を
強

め
る
状
況
に
な
り
、
連
合
の

要
求
平
均
は
、
昨
年
期
よ
り

３
割
超
下
回
る
「
定
期
昇
給

込
み
５
千
９
百
４
円
（
２
・

　

％
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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全
国
か
ら
３
千
人
が
参
加

し
た
「
３
・
４
中
央
行
動
」

を
背
景
に
、
全
労
連
公
務
労

組
連
絡
会
が
臨
ん
だ
交
渉
の

場
で
、
人
事
院
は
「
民
間
労

働
側
は
ベ
ア
要
求
見
送
り
が

多
く
、
経
営
側
も
定
期
昇
給

の
抑
制
・
凍
結
を
示
し
て
い

る
」
な
ど
厳
し
さ
だ
け
を
強

調
、
総
務
省
も
「
人
勧
を
尊

重
す
る
こ
と
が
基
本
姿
勢
」

と
回
答
す
る
に
止
ま
り
、
公

務
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
生

活
改
善
を
図
る
と
い
う
姿
勢

は
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

公
務
労
組
連
絡
会
は
３
月

　

日
に
政
府
・
人
事
院
と
の

23最
終
交
渉
で
、「
誰
で
も
１

万
円
」
の
賃
金
底
上
げ
、「
時

給
１
０
０
０
円
以
上
」
の
最

低
賃
金
確
保
、
非
常
勤
職
員

の
均
等
待
遇
な
ど
切
実
な
要

求
に
対
す
る
誠
意
あ
る
回
答

を
迫
り
ま
す
。

　

下
記
は
、
３
月
上
旬
に
実

施
し
た
事
務
レ
ベ
ル
交
渉
に

お
け
る
政
府
（
総
務
省
）・
人

事
院
の
お
も
な
回
答
の
要
旨

で
す
。

　

さ
る
３
月　
13

日
、「
こ
れ
で

い
い
の
か
公

務
・
公
共
サ
ー

ビ
ス　

な
く
せ

官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
！
告
発

集
会
」（
全
労
連
公
務
部
会
、 

非
正
規
セ
ン
タ
ー
が
主
催
）

が
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

国
家
公
務
員
の
非
常
勤
職

員
は　

万
、
自
治
体
に
働
く

14

非
正
規
労
働
者
は　

万
、
全

50

国
の
臨
時
教
員
や
非
常
勤
講

師
は　

万
、
日
本
郵
政
グ

20

ル
ー
プ
５
社
に
雇
用
さ
れ
る

非
正
規
労
働
者
は　

万
人
を

21

超
え
て
い
ま
す
。

　

集
会
で
は
、「
生
活
保
護

を
受
け
な
が
ら
、
1
日
５
時

間
働
い
て
い
る
。
来
年
、
仕

事
が
あ
る
か
不
安
」（
埼
玉
県

の
小
学
校
非
常
勤
教
員
）、

「
一
般
競
争
入
札
制
度
導
入

で
、
賃
金
は
月
７
万
円
余
ダ

ウ
ン
、
年
収
は
２
０
０
万
円

以
下
に
な
っ
た
。
給
食
費
や

公
共
料
金
、
妻
の
出
産
費
用

も
払
え
な
い
仲
間
も
い
る
」

（
道
路
や
河
川
を
監
視
す
る

国
交
省
の
車
両
管
理
業
務
で

働
く
労
働
者
）、「
地
域
住
民

の
要
望
を
聞
き
利
用
し
や
す

い
図
書
館
に
す
る
た
め
懸
命

に
働
い
た
ら
、
残
業
が
多
い

と
解
雇
さ
れ
た
。
委
託
事
業

者
は
利
益
追
求
が
第
一 
に

な
っ
て
い
る
」（
労
働
者
の
権

利
・
地
位
確
認
と
未
払
い
賃

金
を
求
め
、
東
京
地
裁
に
提

訴
し
た
足
立
区
の
図
書
館
の

元
館
長
）
―
―
公
務
職
場
で

働
く
非
正
規
労
働
者
の
悲
痛

な
声
が
続
き
ま
し
た
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

全
国
税
東
京
地
連
の
高
橋

書
記
長
は
、「
国
公
一
般
と

共
同
し
て
、
非
常
勤
職
員
の

雇
用
を
守
っ
た
」
と
、
四
谷

税
務
署
で
起
き
た
雇
い
止
め

に
対
す
る
取
り
組
み
を
報
告

し
、
さ
ら
に
昭
和　

年
の
閣

36

議
決
定（「
定
員
外
職
員
の
常

勤
化
の
防
止
に
つ
い
て
」）の

廃
止
、
国
税
庁
に
お
け
る

３
ヵ
月
更
新
の
撤
廃
な
ど
、

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
を

求
め
る
運
動
の
重
要
性
を
強

調
し
ま
し
た
。

　

法
務
局
で
騰
抄
本
作
成
業

務
に
携
わ
る
民
事
法
務
協
会

労
働
組
合
の
組
合
員
は
、

「
民
間
事
業
者
が
入
札
に
参

入
す
る
中
で
、
解
雇
・
失
業

が
発
生
し
て
い
る
」と
批
判
。

「
昨
年
３
月
に
は
非
正
規
職

員
４
０
０
人
が
雇
い
止
め
、

正
規
職
員
約
２
０
０
人
が
退

職
を
強
い
ら
れ
、
長
年
培
っ

て
き
た
知
識
と
経
験
が
流
出

し
て
い
る
」
と
告
発
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ダ
ブ
ル
ワ
ー

ク
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け

な
い
。
労
働
組
合
に
加
入
し

改
善
の
た
め
の
運
動
を
展
開

中
」、「
２
人
を
子
育
て
中
の

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
す
。
雇

い
止
め
さ
れ
る
不
安
と
パ
ワ

ハ
ラ
に
脅
え
な
が
ら
も
、
労

働
組
合
に
加
入
し
、
自
ら
非

常
勤
職
員
の
雇
用
と
労
働
条

件
改
善
の
運
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
」
等
、

労
働
組
合
に
加
入
し
て
、
た

た
か
う
非
常
勤
職
員
の
発
言

も
相
つ
ぎ
ま
し
た
。

生
活
保
護
受
け
る

　官製ワーキングプア
なくせ

臨
時
教
員

こ
れ
で
い
い
の
か
公
務
サ
ー
ビ
ス

四谷税務署における雇い止めを
阻止した取り組みについて報告
する高橋東京地連書記長

行き過ぎた内部留保
労働者と社会に還元せよ
期待裏切った連合の「要求自粛」
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〈
解
説
〉

　
〈
解
答
〉

半
日
の
／
約
束
反
故
に
／
一
日
中

　

…
立
ち
っ
ぱ
な
し
の
相
談
等
は
半
日
交

　
　

代
と
約
束
し
た
ハ
ズ

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
／
自
書
申
告
は
／
ど
こ
へ
や
ら

流
し
込
み
／
代
打
ち
し
て
も
／
３
週
間

３
週
間
／
そ
れ
で
残
業
／
せ
に
ゃ
な
ら
ん

　

…
電
子
、
電
子
の
尻
た
た
き
。
そ
の
上

　
　

３
週
間
以
内
の
還
付
で
残
業
と
は

残
業
を
／
す
る
な
と
言
っ
て
／
仕
事
積
む

　

…
個
人
内
部
や
管
理
運
営
部
門
で
は
仕

　
　

事
が
山
積
み
。
ど
な
い
か
し
て
ぇ

あ
と
半
月
／
な
る
べ
く
手
抜
き
で
／
身
を

も
た
す

　

…
そ
う
思
っ
て
も
手
抜
き
出
来
な
い
私

病
休
に
／
領
収
書
が
／
要
っ
た
の
か

　

…
某
幹
部
は
医
療
費
控
除
と
間
違
え
た

　
　

ん
ち
ゃ
う

確
申
期
川
柳

竿 管潅潅潅潅潅潅潅潅

竿
管

潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅

不可能な命令や高圧的

な態度はやめて下さい！

　派遣労働者として税務署の確定申告業
務に携わっている者です。
▽　足が不自由な方、臨月で妊婦の方、乳
児を抱いた女性もみな、訳も分からず電
子申告の列に並ばされ、長時間待たされ
たあげく、パソコンの操作は立ったまま
……そうした方々へ、インストラクター
としてパソコンの使い方をお伝えするの
が私の業務です。
▽　40台のパソコンにインストラクター
は多い時で16～17人程度。納税者の方は
それぞれの事情を抱えているので、一人
のインストラクターが複数の方に同時対
応するのは物理的に不可能です。が、職
員は私に対し、そうした不可能なことを
行うよう命令します。
▽　さらに私は、派遣労働者の業務範囲
を超えた要求もされました……私は素人
なのに、税制に関する知識を身につけて
納税者に説明するよう職員から高圧的に
強要されました。
▽　納税者の方々は行政からどんなに横
暴で理不尽な扱いを受けても、「仕方がな
い」と諦めています。お役所（税務署）の
都合で国民（納税者）が不利益を被るなん
て、本来あってはならないと思います。

永
久
来
署
型
へ
ま
っ
し
ぐ
ら

　

待
合
で
三
人
組
は
…

　

昨
年
P
C
コ
ー
ナ
ー
で
申

告
を
作
成
し
た
一
人
が
、
他

の
二
人
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
。

　
「
ま
ず
あ
そ
こ（
準
備
コ
ー

ナ
ー
）
で
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ

る
か
ら
、『
分
か
り
ま
せ
ん
』

と
答
え
る
ん
や
で
。
そ
し
た

ら
、
い
ろ
い
ろ
書
い
て
く
れ

た
上
に
、
パ
ソ
コ
ン
で
申
告

書
作
っ
て
く
れ
る
か
ら
」

（
職
員　

よ
～
く
聞
こ
え
て

ま
す
ョ
）

　

こ
れ
な
ら
私
ら
安
心

　

P
C
コ
ー
ナ
ー
で
ま
た
た

く
間
に
申
告
書
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
年
金
受
給
者
が
言

う
。「
こ
れ
な
ら
私
ら
安
心

で
す
わ
、
来
年
も
寄
し
て
も

ら
い
ま
す
か
ら
」
と
。
職
員

は
「
エ
エ
、
そ
う
で
す
ね
…
」

と
し
か
返
す
言
葉
が
な
い
。

　

永
久
来
署
型
申
告
体
制
の

構
築
へ
ま
っ
し
ぐ
ら　
！？

　

好
評　
　

親
切
な
代
打
ち

！？

　
「
自
書
申
告
の
推
進
」の
実

際
は
、
納
税
者
に
「
名
前
だ

け
自
書
」
を
推
進
し
て
い
る

状
況
で
、
操
作
補
助
者
が
い

る
P
C
コ
ー
ナ
ー
に
多
く
の

人
が
列
を
な
す
。

　

そ
こ
で
は
「
親
切
・
丁
寧
」

な
代
打
ち
が
好
評
で
、「
来

年
も
来
ま
す
」
と
い
う
反
応

ば
か
り
で
、「
リ
ピ
ー
タ
ー

防
止
」
と
は
無
縁
の
世
界
で

展
望
が
な
い
。

　

ま
る
で
「
蟹
工
船
」

　

１
日
中
立
ち
っ
放
し
で
、

職
員
も
ア
ル
バ
イ
ト
も
ク
タ

ク
タ
（
外
部
会
場
は
待
合
も

相
談
も
座
れ
る
が
…
）。

　

幹
部
職
員
も
１
日
立
ち
っ

放
し
で
足
は
パ
ン
パ
ン
で
、

ト
イ
レ
も
行
け
な
い
状
況
。

　

狭
い
上
に
空
気
の
流
れ
も

悪
く
、
ま
る
で
「
蟹
工
船
」

状
態
と
化
し
た
相
談
会
場
。

　

さ
な
が
ら
缶
詰
工
場

…
ベ
テ
ラ
ン
上
席
が
つ
ぶ
や

く
「
缶
詰
工
場
物
語
」

▽
こ
の
時
期
、
沢
山
の
お
魚

さ
ん
達
（
納
税
者
）
が
漁
場

（
署
）に
や
っ
て
く
る
。
こ
こ

は
最
高
の
漁
場
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
そ
の
呼
び
声
は
高
い
。

▽
朝
９
時
、
漁
師
（
職
員
）

は
網
（
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
）

を
は
る
。
そ
し
て
、
慣
れ
た

手
つ
き
で
、
仕
掛
け
（
書
類
）

を
サ
ッ
と
外
し
、
美
味
し
い

に
よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く
り

が
原
因
な
の
か（
例
年
な
ら
、

ど
こ
か
で
来
署
者
の
波
が
途

切
れ
た
の
に
）。

パ
ー
ト
Ⅱ　

記
載
コ
ー
ナ
ー

は
超
満
員
、
時
間
を
か
け
て

決
算
書
や
収
支
内
訳
書
を
作

る
光
景
が
目
立
っ
た
。
申
告

書
ど
こ
ろ
か
決
算
書
も
送
ら

な
か
っ
た
か
ら
か
。

パ
ー
ト
Ⅲ　

３
月
に
入
り
、

電
話
依
頼
に
よ
る
申
告
書
発

送
を
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
止

め
た
。
そ
の
た
め
、
署
へ
の

苦
情
や
依
頼
が
後
を
絶
た
な

い
。
局
の
や
る
こ
と
は
中
途

半
端
で
現
場
は
怒
り
心
頭
。

　

法
人
応
援
者
の
嘆
き

パ
ー
ト
Ⅰ　

地
域
の
税
理
士

無
料
相
談
会
場
に
行
っ
た
。

来
所
者
も
多
く
、
昼
食
も
取

れ
な
い
、
一
人
で
対
応
は
無

理
、
個
人
課
税
職
員
が
い
な

い
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
ぎ
り
ぎ

り
の
状
況
が
続
く
。
研
修
で

聞
い
た
の
と
ま
る
で
違
う
。

パ
ー
ト
Ⅱ　

外
国
人
の
確
定

申
告
者
が
多
い
。
今
年
か
ら

こ
の
コ
ー
ナ
ー
ヘ
法
人
部
門

職
員
が
配
置
さ
れ
た
。
研
修

で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
通

訳
が
い
る
か
ら
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
従

（
必
要
書
類
）と
こ
ろ
を
三
枚

に
下
ろ
す
（
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
に
入
れ
る
）。

▽
何
も
わ
か
ら
ず
に
隣
の
缶

詰
工
場
（
Ｐ
Ｃ
コ
ー
ナ
ー
）

に
運
ば
れ
お
魚
さ
ん
達
の
前

で
、
沢
山
の
派
遣
社
員
が
味

付
け
（
代
打
ち
）
し
、
缶
に

詰
め
て
仕
上
げ
る
。

▽
で
き
た
缶
詰
は
す
ぐ
出
荷

（
送
信
）
と
な
り
、
そ
の
商
品

は
３
週
間
以
内
に
消
費
者

（
銀
行
口
座
）へ
届
け
ら
れ
る

（
振
り
込
ま
れ
る
）。

　

何
か
が
違
う
と
幹
部
も

パ
ー
ト
Ⅰ　

来
署
者
の
中
ダ

ル
ミ
が
な
く
、
逆
に
「
中
ブ

ク
レ
」
現
象
が
起
き
た
。
こ

れ
も
永
久
来
署
型
電
子
申
告

事
し
た
人
か
ら
「
毎
日
は
来

な
い
」
と
聞
き
唖
然
！

　

事
前
準
備
コ
ー
ナ
ー
の　

　

所
要
時
間
は
平
均
４
分　
！？

　

局
が
開
設
し
て
い
る
還
付

セ
ン
タ
ー
で
は
、
準
備
コ
ー

ナ
ー
で
の
所
要
時
間
は
１
人

平
均
４
分
と
の
こ
と
（
中
途

退
職
な
ど
簡
単
な
申
告
が
多

い
と
思
わ
れ
る
が
）。

　

こ
の
４
分
と
い
う
数
字
が

各
署
・
各
外
部
相
談
会
場
の

事
前
準
備
コ
ー
ナ
ー
の
人
員

配
置
の
根
拠
か
？
こ
の
た
め

準
備
コ
ー
ナ
ー
に
人
が
あ
ふ

れ
、
３
時
間
待
ち
状
態
を
引

き
起
こ
し
た
。

　

迷
惑
千
万
の
署
長
視
察

　

署
長
は
毎
日
運
転
手
つ
き

で
視
察
に
来
て
い
る
が
、

「
あ
ん
た
、
何
し
に
来
た
ん

だ
よ
」
状
態
、
ハ
ッ
キ
リ

言
っ
て
迷
惑
！

　

先
週
は
、
P
C
コ
ー
ナ
ー

の
パ
ソ
コ
ン
を
い
じ
く
り
回

し
て
い
た
。
そ
ん
な
暇
が

あ
っ
た
ら
非
常
勤
職
員
と
一

緒
に
Ｐ
Ｃ
作
成
を
手
伝
う

か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
巡
回

指
導
を
手
伝
う
か
、
あ
る
い

は
副
署
長
に
代
わ
っ
て
案
内

を
す
る
か
、
少
し
は
矢
面
に

立
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
。

　

一
元
化
の
弊
害
モ
ロ
！

パ
ー
ト
Ⅰ　

管
理
運
営
部
門

に
全
て
の
申
告
書
、
申
請
書

が
集
ま
り
、
書
類
の
海
に

ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
状
態
。

　

審
査
・
検
算
要
員
は
い
る

が
現
物
が
個
人
課
税
に
回
っ

て
こ
な
い
た
め
、
催
促
す
る

（
今
年
は
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が

増
え
、
管
理
運
営
部
門
で
時

間
が
か
か
る
）。

　

急
に
ま
と
め
て
大
量
の
申

告
書
が
持
ち
込
ま
れ
、「
３

週
間
還
付
の
た
め
、
残
業
し

て
で
も
審
査
し
て
欲
し
い
」

と
の
こ
と
（
事
務
が
ア
チ
コ

チ
で
寸
断
さ
れ
、
ま
さ
に
縦

割
り
の
弊
害
が
モ
ロ
に
）。

パ
ー
ト
Ⅱ　

統
括
官
は
「
ス

テ
ッ
プ
３
へ
」
と
張
り
き
っ

て
い
る
が
、
部
下
は
「
全
く

う
ま
く
い
っ
て
な
い
し
…
」

と
ポ
ツ
リ
。
確
申
期
は
ス

テ
ッ
プ
０
が
絶
対
で
す
。

パ
ー
ト
Ⅲ　

慣
れ
て
き
た
ら

新
し
い
仕
事
を
さ
せ
る
管
理

運
営
の
や
り
方
は
、「
目
隠

し
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
み

た
い
だ
」、「
責
任
感
を
失
わ

せ
、
た
だ
流
す
だ
け
の
仕
事

に
な
っ
て
い
る
」
等
々
の
声

が
多
数
で
す
。

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

北から南からアラカルト

確
申
期
版

派遣社員から憤慨のメール
大
好
評
？

P
C
代
打
ち
申
告
書
作
成

お
寒
い
限
り
の
健
康
対
策

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

　

一
昨
年
か
ら
、
繁
忙
期

対
策
と
し
て
の
医
薬
品
の

個
別
支
給
が
な
く
な
り
、

部
門
に
対
し
て
申
し
訳
程

度
に
常
備
薬
が
配
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
に

も
貧
弱
す
ぎ
ま
す
。

　

健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
繁

忙
期
の
事
務
も
乗
り
切
れ

ま
す
。

　

全
職
員
か
ら
希
望
を
と

り
支
給
し
て
い
た
以
前
の

方
法
に
戻
す
べ
き
で
す
。

　

何
か
が
失
わ
れ

　
　

壊
れ
て
い
く

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

申
告
書　

自
書
申
告
で
と

代
打
ち
へ　
　
（
国
税
庁
）

▼
い
つ
の
間
に
か
、「
自
書

申
告
」
の
標
語
が
な
く
な

り
ま
し
た
。

e
‐
T
a
x　
来
年
も
来
ま
す

来
署
型　
　
　
（
年
金
者
）

▼　

％
目
標
達
成
に
向
け

40
て
来
署
型
が
大
幅
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー

適
正
飲
酒
を
と　
立
飲
み
屋

　
　
　
　
　
（
人
事
二
課
）

▼
メ
ー
ル
に
よ
る
頻
繁
な

注
意
喚
起
で
す
が
疲
れ
て

い
る
の
で
酔
い
が
早
い
！

「
医
」
控
除

袋
開
け
た
ら　

め
く
ら
判

　
　
　
　
　
（
検
算
担
当
）

▼
３
週
間
還
付
も
と
ホ
イ

ホ
イ
と
処
理
致
し
ま
す
。

局
長
回
答
無
視
の

　
　
　

フ
ラ
イ
ン
グ

【
東
京
地
連
】

　

局
長
回
答
に
違
反
す
る

事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。

P
C
コ
ー
ナ
ー
を
拡
大
し

た
今
年
、
2
月　

日
前
に

16

は
8
時
半
か
ら
職
員
と
派

遣
職
員
を
P
C
コ
ー
ナ
ー

に
配
置
し
納
税
者
対
応
さ

せ
て
い
る
署
や
確
定
申
告

開
始
後
も
9
時
（
出
勤
特

例
署
）
に
職
員
を
配
置
し

て
い
る
署
も
あ
り
、
完
全

に
局
長
回
答
を
無
視
し
た

フ
ラ
イ
ン
グ
で
す
。

病
休
と
れ
ば
領
収
書
？

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

　

朝
、
急
病
の
時
、
電
話

で
休
暇
申
請
す
る
と
、
上

司
か
ら
「
病
院
に
行
き
明

日
領
収
書
を
持
っ
て
こ

い
」と
言
わ
れ
た
ら
、
あ
な

た
は
耐
え
ら
れ
ま
す
か
？

　

病
院
に
行
く
よ
う
に
促

す
こ
と
は
当
然
で
す
が

「
領
収
書
を
持
っ
て
来
い
」

は
職
員
間
の
信
頼
関
係
を

踏
み
に
じ
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
「
領
収
書
の

提
示
」
を
病
気
休
暇
取
得

の
条
件
に
す
る
こ
と
は
風

通
し
の
良
い
職
場
作
り
に

逆
行
し
ま
す
。

　

何
よ
り
も
上
か
ら
の
目

線
で
職
員
の
病
気
を
領
収

書
の
提
示
で
確
認
す
る
と

い
っ
た
レ
ベ
ル
の
低
い
職

場
管
理
は
ゴ
メ
ン
で
す
。

　

そ
の
後
、「
領
収
書
が
い

る
」
の
具
体
的
指
示
か
ら
、

「
領
収
書
等
を
確
認
す
る

こ
と
も
あ
る
」
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

人
事
院
規
則　

の　

に

15

14

は
「
申
請
が
あ
れ
ば
承
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
、
領
収
書
の

提
示
は
具
体
的
に
は
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。


